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磁石の向き (ⅰ) 磁気力の x 成分の符号 (ⅱ) 移動

NSNS 負 しない

NSSN 正 右

SNNS 負 左

SNSN 正 しない

　　　(3)
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【 講 評 】 

大問Ⅰは万有引力の定番の問題であるが、大問Ⅱと大問Ⅲは受験生にとってなじみの少ない出題のされ方を

しているので、かなり難しく感じたものと思う。問題の題意をしっかり読み取ることが求められ、考察力も求

められる。全体としてはやや難のレベルの問題である。 

 

 

 

Ⅰ. 万有引力 難易度： 標準 

万有引力によって円軌道とだ円軌道をおこなう物体の運動について考察させる問題。

受験生にとっては定番の問題なので、完答が求められる問題である。 

 

 

Ⅱ. ソレノイドの磁場から磁石が受ける磁気力 難易度： 難 

ソレノイド内部の磁場が一様でないとして、ソレノイド内部で磁石がどのような磁気

力を受けるか考察させる問題。受験生にとってはなじみのない問題で、公式を使って

計算させるのではなく、定性的に考察させる問題なのでとまどった受験生が多かった

ものと思う。問題の意図を読み解いて考察していく必要がある。難問である。 

 

Ⅲ.浮力、力のつりあい、気体の状態変化 難易度： やや難 

浮力と重力の力のつりあいの問題（または圧力のつりあい）と気体の状態変化を融合

させた問題。ピストンに質量がある設定のため、問題がやや難しくなっている。ピス

トンにはたらく力のつりあいと、シリンダーにはたらく力のつりあい（または浮力と

重力の力のつりあい）の式を立てて解いていく。答えの表記がいろいろ考えられるた

め、指定された文字に合わせて答えるのにとまどったかもしれない。 
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